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On-site Online Total
Australia 4 4 8
Austria 1 1 2
Brazil 4 0 4
Canada 3 0 3
Chile 1 0 1
China 2 2 4
Czech 0 1 1
France 9 1 10
Germany 11 7 18
ltaly 5 7 12
Japan 80 39 119
Korea 4 0 4
Netherlands 1 1 2
New Zealand 1 2 3
Pakistan 0 1 1
Philippines 0 1 1
Spain 1 0 1
Sweden 0 2 2
Taiwan 2 0 2
UK 10 9 19
USA 7 3 10
Total 146 81 227
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Plenary session: IODP?

planning and new proposal submission

Updates on

guidelines, Review of Phase-1 Workshop,
Organize breakout sessions
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Breakout Session 1

Poster Session
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Breakout Session 2: proposal-based
Plenary session: Reporting
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Breakout Session 3: proposal-based

Plenary session: Reporting & Discussion
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Breakout Session 4: Finalization

Plenary session: Reporting & Wrap-up
Adjourn

Report writing by Steering Committee

members
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	日本地球掘削科学コンソーシアム
	新宮市・新宮市教育委員会
	和歌山県
	南紀熊野ジオパーク推進協議会
	国立研究開発法人海洋研究開発機構
	国際科学掘削計画　市民講演会
	「地球の恵みを知り、災いに備える -和歌山から始まる世界への挑戦-」
	開催のお知らせ
	和歌山県新宮市は、地球深部探査船「ちきゅう」による南海トラフ地震発生帯掘削時の寄港地となるなど、かねてより国際科学掘削との縁が深く、その活動に関心の高い地域です。このたび、隣接する那智勝浦町での国際研究集会（※1）と連動して、市民講演会を下記の通りに実施いたします。ご多忙の折恐縮に存じますが、ご参加を賜りますようご案内申し上げます。
	※1：那智勝浦町での国際研究集会について
	国際深海科学掘削計画（IODP: International Ocean Discovery Program）が2024年9月に終了することを受け、欧州と日本が中心となって2025年1月に立ち上げる新たな国際枠組みの準備を進めています。この枠組みのもとで実施する海洋科学掘削の提案に関して議論するため、17か国から約150名の科学者が南紀熊野に集います。（詳細は別紙2参照）
	記
	1．日時： 令和 6年 3 月 20 日（水）15:00～17:00
	2．プログラム：別紙1 参照
	3．場　　　所： 和歌山県新宮市　新宮市文化複合施設「丹鶴ホール」
	和歌山県新宮市下本町2丁目2番地の１
	＊手話通訳および要約筆記対応あり
	＊現地での取材をご希望される場合は、会場スペースの関係上、事前に参加者数、テレビカメラの有無等について下記までご連絡ください。なお、取材に際しては、下記のお問い合わせの「報道関係について」までお申し込みください。
	4．入場：無料
	5．講演者：別紙1参照
	6．共　　　催：日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）、新宮市・新宮市教育委員会、
	和歌山県、南紀熊野ジオパーク推進協議会、国立研究開発法人海洋研究開発機
	構（JAMSTEC）
	協　　　力：和歌山県立自然博物館
	お問い合わせ先：
	（報道関係について）
	和歌山県新宮市　新宮市文化複合施設「丹鶴ホール」
	電話 0735-29-7223、Email：bunka-fukugou@city.shingu.lg.jp
	（本講演会について）
	日本地球掘削科学コンソーシアム事務局 国立研究開発法人海洋研究開発機構　研究プラットフォーム運用部門　掘削計画支援室内
	電話046-867-9894（受付時間：平日9:00-17:30）、Email：jdesc@jamstec.go.jp
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